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概要 
浜松科学館では、年に 1 回、地元出⾝の元宝塚⼥優と共に特別サイエンスショーを開催

している。他館ではみられない取り組みの紹介と、この事業が⽣み出す効果について報告
する。 
1． はじめに 
 浜松科学館では、⽇々のコンテンツとし
て、サイエンスショーを実施している。30
分のプログラムを 1 ⽇ 3 回実施することか
らスタートした本事業は、コロナ禍の影響
から、今では、1 回のショーを 10 分〜15
分に短縮し、1 ⽇ 5 回実施するように変更
している。余談ではあるが、⼀箇所に⻑く
留まらない、分散してもらうように考えた
スケジュールであるが、来館者の客層、集
中⼒を考えると現在の形のほうが合ってい
るようである。プログラムも 2019 年リニ
ューアルオープン時より徐々に増やし、現
在では約 15 種類のサイエンスショーを実
施している。 

 
当館でのサイエンスショー 

 
 
２．天玲美⾳⽒について 
 天玲美⾳⽒（以下、天玲⽒）は、浜松市
出⾝の元宝塚⼥優で、宙組に在籍し、男役
を務めていた。現在は「静岡県 ICOI アン
バサダー」「浜松市やらまいか⼤使」「ガ
ーベラ⼥神⼤使」など県内外で幅広く活躍
されるマルチタレントである。 

 
天玲美⾳⽒ 

 
 天玲⽒と⼀緒にサイエンスショーを⾏う
ことになったきっかけは当館の館⻑がある
⽇突然、天玲⽒を科学館に招待したことに
よる。「⾯⽩いステージを⼀緒に作りたい」
という想いから、あっさりと共演が決定し
た。 
 
 
３．サイエンスショー 
 今まで天玲⽒とコラボレーションし実施
したサイエンスショーのテーマと内容は以
下の通り。 

⽇時 タイトルと内容 
2020 年 
11 ⽉ 22 ⽇ 

夫婦円満サイエンスショー 
夫婦の設定で、リングキ
ャッチャーやハート型空
気砲など、アラカルトの
実験 

2021 年 
7 ⽉ 23 ⽇ 

とっておきの科学実験で 
スポーツのヒミツを解き明
かせ 
館内スポーツインベント
（オリンピック）と合わ
せ、スポーツに関する科
学実験（変化球、⾃転⾞



が倒れない理由など） 
 

2022 年度は、FIFA ワールドカップに合
わせて、サッカーをテーマにサイエンスシ
ョーを考案した。考案は全て、筆者が⾏っ
ている。 
 
実験⼀覧 
①静岡クイズ 
（県の形、県内のクラブ数、マスコット） 
オープニングのつかみとして、地元をテー
マにしたクイズを⾏った。 
 
②サッカーボールが⽩⿊の訳 
（クイズとスライドを使った実験） 
TV 放送を意識してのカラーリングである
ことを、実際に⽩⿊写真で実験を⾏い、⽩
⿊のボールが⾒やすいことを確認した。 
 
 

 
元々、サッカーボールは茶⾊であったが、当時の
TV は⽩⿊であったため、⾒栄えが悪かった。ボ
ールを⽩⿊にすることで、テレビ映りが良いよう
に改良された。 
 
③サッカーボールの形 
（五⾓形と六⾓形の組み合わせ） 
巨⼤なペーパーモデルで球を作り、⽴⽅形
から球が出来ることを実験した。また、合
わせて、半正多⾯体を制作し、紹介した。 
 
④シュートの種類 
（カーブ、無回転、ドライブ） 
サッカーのシュートで使⽤される、カーブ、
無回転、ドライブをブロワーと細⼯した塩

ビパイプ（ピンが出ており、打ち出される
際に回転の向きが変わるもの）、ピンポン
⽟を⾶ばすことで実験した。 
 
⑤ぶつからない看板 
（90°システム広告） 
TV 放送を意識した 90°システム広告（平
⾯だが、影の付け⽅によって⽴ち上がって
⾒える）について、実際に作製し、机にお
いて、カメラで撮影して実験した。 

 
 
 

 
90°システム広告 

 
⑥ホイッスル 
（よく聞こえる周波数） 
競技で使⽤されるホイッスルは、広い会場
で良く聞き取れる周波数（４ｋHｚ）に設
定されている。実物を会場で吹き、⾳の⼤
きさを体験してもらった。 
 
⑦⽿年齢 
⑥からの流れで、⽿年齢がわかるモスキー
ト⾳の実験を会場全員で⾏った。 
 
⑧ゴールポストの⼤きさ 
実物のゴールポストを塩ビパイプで再現し、
その⼤きさを体験してもらった。 
 
⑨反射神経 
（お札キャッチ） 
⑧からの流れで、ゴールキーパーはシュー
トに合わせて反応し、ボールを⽌めている
ことから、反射神経が重要であることを伝



え、実際にお札キャッチを体験した。家族
やグループで挑戦してもらった。 

 
お札キャッチ 

 
⑩サッカーゴールネットの形 
ゴールネットは六⾓形をしているが、これ
はシュートの際、⼤きくネットが広がり、
インパクトを重視したものである。これら
をクイズ形式で紹介した。 
 
４．天玲⽒を魅せる、活かす 

2 ⼈の役割としては、筆者が進⾏と実験、
解説を⾏う。天玲⽒には、⼦ども⽬線にな
ってもらい、⼀緒に考える、観客代表とし
て意⾒を出してもらう、という分担にした。
しかしながら、天玲⽒と⼀緒にサイエンス
ショーを⾏うメリットを最⼤限に活かすた
めには、いわゆる「掛け合い」形式では⾯
⽩みが出せない。そこで、ショー中に天玲
⽒のパフォーマンスを取り⼊れ「魅せる」
ということを意識した流れとした。 
 
①オープニング 
軽やかに舞うように登場し、宝塚のオープ
ニングを彷彿とさせる。 
 
②シュートの種類 
ボールの動きを体で表現する。 
 
③反射神経 
2 ⼈で実演（お札キャッチ）を⾏う。天玲
⽒の反射神経の良さを活かして、実際に挑
戦してもらう。⼀般的には、お札の⻑さで
は間に合わないとされているが、トレーニ
ング次第では反応できるようになってくる。 

 
④エンディング 
サッカーゴールのネットの形から、実際に
ボールをけり込む。 
練習⽤ネットでつないだボールを筆者がト
スを出し、天玲⽒が思いっきり蹴り込む。
このショーにおいて最⼤の⾒せ場となった。 
 

 
 
 
５．観覧者数 
各回の観覧者数は以下の通りである。 

開始時間 観覧者数 
13：00 90⼈ 
14：00 100⼈ 
15：00 90⼈ 

実施⽇：2022 年 8⽉ 21 ⽇(⽇) 
夏休み期間ということもあり、多くの観
覧者があった。 

 

 
 

 



 
 
６．教育普及とエンターテインメント 
2022 年8⽉、ICOMプラハ⼤会において、
新しい博物館の定義が採択された。その⽂
章中に「包摂的」「多様性」「教育」「愉
しみ」という⾔葉が⽤いられている。 
これらは、サイエンスショーと親和性が⾮
常に⾼いものであると考える。サイエンス
ショーは、誰でも⾃由に観覧（参加）でき、
科学現象を学びながら、かつ、ショーとし
て愉しむことが出来るものである。 
加えて、天玲⽒とのコラボサイエンスショ
ーを⾏うことで、宝塚歌劇という究極のエ
ンターテインメントとサイエンスを掛け合
わせることが出来たと実感している。天玲
⽒のファンを科学館へ呼び込み、新しい客
層を取り込むことが出来、新しい価値を創
造することが出来たのではないだろうか。 
 
7．最後に 
天玲⽒とのサイエンスショーも 3 年、3 回
を重ねた。打ち合わせを多く重ねなくても、
「息ぴったり」になってきた。全国的にも
このようなコラボレーションでサイエンス
ショーを企画、実施している科学館はごく
少数である。新しい「浜松」らしい取り組
みとして、定着しつつある。筆者は、令和
４年度第２回全国科学博物館協議会総会に
おいて、科学館の教育普及とエンターテイ
ンメントの両⽴について、サイエンスショ
ーの実践を例に挙げ、基調講演をさせて頂
く機会を得た。参加してくださった全国の
博物館、科学館関係の多くの⽅に賛同して
頂き、ご意⾒も多くいただいた。これを糧

とし、天玲⽒とのコラボレーションサイエ
ンスショーも更にバージョンアップさせて
取り組んでいきたい。 
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